
　　　　

2026 年 4 月 7 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　ヌップ 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念
「笑顔を絶やさず光輝く明るい未来を」：お子様、保護者様含めたご家族様・支援者それぞれが笑顔で過ごせる環境を‼ 自然と笑顔があふれる日々を過ごせる環境を目指します。出来たことの喜びや達成感
を感じ自己肯定感の向上により、笑顔で取り組むことが出来るように応援させていただきます。保護者様にはストレスフリーを目標とし、応援させていただきます

支援方針
「子供たちと創り上げる未来」：子供たちを中心とし、力を合わせ、支え励まし学び合い、それぞれの可能性を最大限に発揮し社会性を身につけ明るい未来へ大きく羽ばたいて行けるよう
子供たちと一緒に創り上げていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

心身の健康を維持・向上し、安心して日常生活を送れる力を育てる。手洗い・食事・排泄・着替え等の基本的生活動作を一緒に行いながら習慣化を図る。
絵カード等で見通しを持てるようにする。不快や体調不良を簡単な言葉や行動で伝えられるよう支援する。安全に過ごせるよう見守りと環境調整を行う。
見通しを持って行動し、自立した生活への基礎を育てる。

身体を動かす遊びを通して、基本的な運動機能の向上を図る。バランス・歩行・手先の動き等を発達段階に応じて支援する。
ルールを守りながら、身体を動かす経験を積む。
感覚の特性を理解し、安心して過ごせる力を育てる。感覚刺激への過敏・鈍麻に配慮し、自己調整力を高める。

遊びや活動を通して、物の理解や概念形成を促す
簡単なルールや順番を理解できるよう支援し、見通しを持って行動できるよう視覚支援も活用する。成功体験を通して自己肯定感を高める。
認知課題や遊びを通して、考える力や行動のコントロール力を育成する。
段階的な関わりにより、見通しを持って安心して行動できるよう支援を行う。

発語や指差し、ジェスチャー等で気持ちや要求を伝える力を育む。
大人とのやり取を通して言葉の理解と表出を促す。
絵カード等を活用し、伝えられる手段をひろげ、やり取りの楽しさを感じられるような関わり方を行う。個々の特性に配慮し、多様なコミュニケーション手段を用いて支援を行う。

他児他者との関わり方を通して、対人関係の基礎を育てる。順番やルールを守る体験を積む。
気持ちの切り替えや簡単な感情表現を支援する。
集団生活に安心して参加できるよう支援する。

主な行事等
季節のイベント：お正月・節分・おひなさま・卒園卒業・入園入学・こどもの日・夏祭り・ハロウィン・クリスマス等。
社会体験・学習・創作・表現・運動・身体活動様々なな行事や活動を通じて、他者との協調性や社会性等を育む。

家族支援
児童の発達や特性の理解に関する悩みの相談、助言。
家族内での困りごと等に対する相談支援（ペアレントトレーニング）。
親子会（保護者交流会）や悩み相談会等

移行支援
就園・就学に向けて生活リズムや基本的生活習慣の定着を図る。集団生活に必要なルール
や関わり方を身につけられるよう支援する。保育園・幼稚園・就学先との情報共有や引き
継ぎを行い、環境の変化に不安なく移行できるよう事前準備や配慮を行う。

地域支援・地域連携
保育園や幼稚園等と情報共有を行い、一貫した支援を行う。
。関係機関（医療・相談支援等）と連携し適切な支援に繋げる。
必要に応じて関係機関との会議や連絡調整を行う。

職員の質の向上
定期的な内部研修や外部研修への参加・外部専門施設（事業所）への研修
依頼。人事評価制度を導入し職員の能力を可視化し、目標設定を行う事で
支援の質の向上に繋げる。


